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報道関係各位

２００６年２月２日

森ビル株式会社

ＭＥＤＩＡ ＳＨＩＰ『表参道ヒルズ』 ２月１１日グランドオープン

～表参道発、新たな未来を切り開く“文化情報発信の箱舟”が出航～

森ビル株式会社(本社：港区六本木 代表取締役社長：森 稔)は、神宮前四丁目地区市街地

再開発組合（理事長：石井 徹）と共に推進してきた複合施設『表参道ヒルズ(神宮前四丁

目地区第一種市街地再開発事業)』を２月１１日(土・祝)にグランドオープンいたします。

『表参道ヒルズ』は、表参道のランドマークとして長く親しまれてきた「旧同潤会青山

アパート」の建替事業です。地下鉄表参道駅から明治神宮へと至る、世界を代表するスト

リート「表参道」の約１／４の長さを占める約２７０ｍのファザードを構え、地上６階地

下６階、延床面積３４,０６１㎡、９３店舗の専門店が集う商業施設、３８戸の住宅、全２

１６台の駐車場で構成された複合施設です。

ＭＥＤＩＡ ＳＨＩＰ（メディアシップ）

～人と人を繋ぎ、表現と表現のコラボレーションを生み出す媒体

表参道ヒルズは、日本のファッション、文化の中心としてトレンドを発信し続けてきた

ストリート・表参道の新たな核として誕生する、世界に類をみない文化商業施設です。

本館中央の６層（地下３階～地上３階）の吹き抜け空間や、それを螺旋状に囲むように

表参道の坂とほぼ同じ勾配を持つ長さ７００ｍの“スパイラルスロープ”（第二の表参

道）、吹き抜け空間中央（地下１階から地下３階）の大階段、そして大階段につながる

地下３階には約５００㎡の広さを持つ多目的スペースなどが配置されています。

また、外壁に設置された長さ２５０ｍのＬＥＤ「ブライトアップウォール」をはじめ、

ムービングプロジェクターや超指向性スピーカー、大画面ディスプレイなど、光や映像、

音などによる多彩な演出を可能にする最新の装置・技術が館全体に施されています。

これらの創造的な空間と、スパイラルスロープ沿いを中心に配置された“こだわり”の

店舗群、参加アーティスト、そして表参道ヒルズに集う高感度な人々が融合し、施設全

体が新たな“メディア”となって、これまでにないまったく新しい表現力を持つ施設が

誕生します。

２月１１日、表参道から世界に向けて、新たな未来を切り開く“文化情報発信の箱舟”

として、メディアシップ「表参道ヒルズ」が出航します。
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■メディアシップ・アーティスト

◇安藤忠雄 表参道ヒルズ／建築設計

建築家。１９４１年大阪生まれ。独学で建築を学び１９６９年に安藤忠雄建築研究所を設

立。環境との関わりの中で新しい建築のあり方を提案し続ける日本を代表する建築家。

表参道ヒルズでは、「都市の記憶」「風景の再生」をテーマに、表参道のシンボル的存在で

あった旧同潤会青山アパートの遺伝子を引き継いで、次世代のランドマークへと再生。

◇Ｊｕｌｉａｎ Ｏｐｉｅ ジュリアン オピー 表参道ヒルズ／オープニングアートワーク

アーティスト。１９５８年ロンドン生まれ。ゴールドスミス・カレッジを卒業後８０年代

より国際的に作家活動を展開する。作品は、絵画、彫刻、アニメーション・フィルム等多

岐にわたり、近年は主に人物や風景をピクトグラムのように単純化させた作風で知られる。

表参道ヒルズでは、「歩く人」をモチーフにしたオープニングアートワークを展開。

◇藤原ヒロシ 表参道ヒルズ／ランドソング

音楽プロデューサー、ＤＪ、クリエイター。１９６４年生まれ。ロンドン、その後ＮＹに

渡り、帰国後の８０年代からＤＪとしてキャリアをスタート、９０年代より音楽プロデュ

ーサーとしても活躍し、音楽プロデュース・作曲家・アレンジャーとしての評価を高める。

裏原宿など東京のストリートカルチャーのカリスマといわれ、常にカルチャーシーンをリ

ードする存在として、国内外から注目を浴びつづける存在である。

◇内原智史 表参道ヒルズ／建築照明デザイン

ライティングデザイナー。１９５８年京都生まれ。多摩美術大学デザイン科を卒業後、㈱

石井幹子デザイン事務所を経て、１９９３年に㈲内原智史デザイン事務所を設立。光によ

る空間プロデュースだけでなく、照明器具から都市景観照明のデザインを手がける。金閣

寺など歴史的な建造物や六本木ヒルズのライティングを手がけたことでも有名。

表参道ヒルズでは、ファサードに組み込んだ長さ２５０ｍのＬＥＤウォールをはじめとす

る館全体のベース照明デザインを担当。

◇＋ＮＯＰ 表参道ヒルズ／環境演出

Ｎｏｔｉｏｎ Ｏｒｇａｎｉｚｅ Ｐｒｏｊｅｃｔ． ２００４年、表参道ヒルズの環境演

出を手がけるために結成されたクリエイターユニット。「谷川淳司」「伊東保典」「井出祐

昭」「丸野優」という各分野のエキスパート４人で構成。かつてないポテンシャルを持つ

表参道ヒルズにおいて、映像、照明、音響など、最先端テクノロジーを国内最高レベルの

技術力で融合させ、従来にない発展性を持った環境アートを表現する。

添付資料１
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■商業エリア概要

表参道ヒルズの商業エリアは、西館（地上２階～

同潤館（地上３階から１階）の３つの建物からな

駐車場を完備します。本館の中央となる６層の吹

同じ勾配の螺旋状の坂“スパイラルスロープ”を
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■表参道ヒルズ ロゴコンセプト

表参道ヒルズのロゴデザインは、①表参道の景観や歴史、②「表参道ヒルズ」が誕生し未

来に向かっていくイメージ、③世界に向けた日本文化の発信 をキーコンセプトに、アート

ディレクター「タイクーングラフィックス」（※）により制作されました。

メインロゴ

＜シンボルマーク＋和文ロゴ＞ ＜シンボルマーク＋アルファベットロゴ＞

シンボルマークのモチーフとなる「参」の文字は“あつまる”という意味を持ち、明治神

宮に至る参道として拓かれた表参道のアイデンティティを主張するとともに、人々が集い

様々な文化が生み出されてきた表参道を象徴します。

シンボルマークのデザインは、明治神宮の大鳥居とそれにつながる参道、さらに表参道ヒ

ルズの大きな特徴であり、第２の表参道とも言うべき建物内部に広がる “スパイラルスロ

ープ”を表現。表参道のケヤキ並木（表参道ヒルズのスパイラルスロープ）を、人々が心

地よく闊歩するシーンの想起を意図しています。

また、「参」の文字を囲む楕円は、表参道の頭文字「Ｏ（オー）」と、日本の文化的な図像

（アイコン）のひとつと言える「ハンコ」の形態を表現したものです。

メインカラー サブカラーＡ サブカラーＢ サブカラーＣ

※タイクーングラフィックス アートディレクター／グラフィックデザイナー

1991 年 宮師雄一と鈴木直之により設立。音楽、ファッション、建築関連などのグラフィックデザインを

中心に企業広告、ロゴデザイン、パッケージデザイン、エディトリアルの分野で活躍中。受賞歴は第 78 回

ニューヨーク ADC「BIG MAGAZINE」金賞・「BOYCOTT MOVIE」銀賞、第 76-79 回ニューヨーク ADC 賞受賞、

毎日デザイン賞部門賞等多数。

添付資料３

ケヤキ並木のように四季を感じさせるカラーバリエーション
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■開発概要

【開発コンセプト】

◇表参道との景観の調和 ◇独創的なスパイラルスロープ（第二の表参道）

◇ケヤキと暮らす住宅 ◇安全で災害に強い街づくり

◇緑を育む屋上庭園 ◇外壁の一部を再生

□景観、環境への配慮

当施設は歴史ある表参道の景観と環境との調和を第一に考え、設計には建築家の安藤忠

雄氏を起用しました。地下空間を最大限効果的に活用することで建物本体の高さをケヤ

キ並木と同程度に抑え、積極的に屋上緑化を取り入れることにより、ケヤキ並木と融合

する緑豊かな景観が生まれました。また、人々の記憶に刻まれた景観を次の世代に継承

したいという思いから、旧同潤会青山アパートを「同潤館」として再生、さらに、雨水

を利用した「疎水」などによる新たな環境配慮など、「表参道ヒルズ」には、街の歴史

や文化を大切に育みながら、いつまでも多くの人々に親しんでいただけるよう、さまざ

まな工夫が施されています。

□地域への貢献

地下４階～地下６階の駐車場（店舗用１９６台、その他住宅用２０台）や、表通りから

施設北側に抜ける歩行者用貫通通路の設置により地域の利便性に寄与するとともに、防

災用井戸の設置などにより防災拠点としても機能します。

□住宅

建物上層部に配置された住宅は総戸数３８戸、住戸プランは１ＬＤＫを中心に全戸南向

きで、窓からはケヤキ並木を臨むことができます。

【事業経緯】

昭和２年 同潤会青山アパート完成

昭和４３年頃 青山アパート建替への取組み開始

平成７年 阪神淡路大震災を契機に建替機運高まる

平成１０年 設計を安藤忠雄氏に依頼、東京都より底地払い下げ実施

平成１３年４月 神宮前四丁目地区市街地再開発準備組合設立

平成１４年３月 神宮前四丁目地区第一種市街地再開発事業に関する都市計画決定

１０月 神宮前四丁目地区市街地再開発組合設立

平成１５年３月 神宮前四丁目地区第一種市街地再開発事業に関する権利変換計画認可

８月 建物工事着工

平成１８年１月 建物竣工

平成１８年２月 表参道ヒルズ（商業施設）グランドオープン

添付資料５


